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論文要旨 制度は連帯をいかに促進するかー社会政策の普遍主義

高林 秀明（人間・社会科学専攻公共政策学領域）

本研究の目的は、普遍主義の社会政策が人々の労働•生活を保障し、制度改善への参加と
自治を媒介として国民の連帯的な規範を育むという仮説のもとに、制度と人々の労働、生活、
行為、規範、 アイデンディティとの因果関係について事例研究によって分析 ・ 検証すること
である。

第1章では、本研究の視点を示すために、政治学の新制度論に学びながら、制度が規範に
影響するというロジック、特定の制度が連帯を促進するという論理を展開した既存研究を
示した。その源流であるジョン ・ ロ ールズの重厚な著書『正義論』は、よい社会がよい制度
を形成するというより、よい制度がいかによい社会を形成するかについて論じた。 ロールズ
の政治制度への問題意識を受け継いだのが、マーチとオルセンによる『制度の再発見』 (1989

年）である。彼らは、ルールや手続きを含めた「制度」の認識、またそれを通じての「意味
の形成」を提起した。この「規範的制度論」と呼ばれる政治学の潮流の中で、 ロ ッツシュテ
インは公正な政府と普遍主義の社会制度こそが連帯的規範を促し、 普遍主義的の福祉国家
への信頼と支持を形成すると論じた。 その過程において個人レベルではどのような関係性
が働いているのか。 ロールズは他者との関係における自尊が相互尊重と社会的協働の実効
性を増強すると述べ、ホネットは特定の歴史・社会の人々の関係を制度化された承認の秩序
とみた。いずれも、共同体や法制度等の文脈における自尊や承認のあり様が、社会の形成 ・

変化に関連しているとみる。連帯を促す制度のあり方も、個々人と結べば、この自尊や承認
のプロセスと関係している。この研究では、多様さを認めつつも一定の価値（分断より連帯）
を重視する規範を念頭に置きながら、具体的な制度とその運営が人々の行為や規範、アイデ
ンテイティにどのように影響しているかを探っていく。 哲学的な問いと結びついている
人々の言説に基づく詳細な事例分析は、ビッグピクチャ ー・ プラグマティズム (Big Picture

Pragmatism) といわれる新制度論の統合的方法の試みでもある。
第2章では、研究方法について、定性的研究としての事例研究のメソッドを示している。

定性的研究は、ある文脈の中で起こる現象を扱う上で有効性を発揮する。そこでは事例に関
する豊かで詳細な知識が必要とされ、それを用いて因果的推論を進める。本研究では、人の
行為や意味といった現象が制度等の文脈の中でどのように生じるのか、 それらが社会的に
いかに相互作用しているのかを考察する。この作業のベースには理論仮説がある。事例研究
は、既存の理論に手がかりを得て、社会的事実の関係性に着目し既存理論を確かめながら新
たな理論を開発することを意図している。仮説の妥当i生を確かめる方法として「パタ ー ン適
合」を用いる。観察し記述した事実の関連性が当初の仮説に当てはまり、その他の競合的な
仮説によっては説明できないことがわかれば、理論仮説の妥当性は高まる。
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